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『平
家
物
語
』
巻
十

一

「遠
矢
」

―
―
延
慶
本

・
覚

一
本
を
中
心
に
―
―

始

　
め

　

に

従
来
の
学
説
で
は
、
源
頼
朝
が
平
維
盛
を
敗
走
さ
せ
た
富
士
川
の
戦
い
は
、
コ
ロ
妻
鏡
』
や

『平
家
物
語
』
の
記
述
に
あ
る
よ
う
に
頼
朝
主
導
で
行
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
戦
い
の
真

の
功
労
者
は
甲
斐
源
氏
で
あ
り
、
彼
ら
の
活
躍
が
源
氏
勢
を
勝
利
に
導
い
た
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
甲
斐
源
氏
は
、
そ
の
後
、
棟
梁
武
田
信
義
お
よ
び
嫡
子

一
条
忠

頼
の
謀
叛

・
失
脚
を
皮
切
り
に
、
頼
朝
に
よ

つ
て
そ
の
勢
力
を
削
が
れ
て
い
く

一
族
で
あ
る
。

『平
家
物
語
』
の
叙
述
に
は
、
そ
う

い
っ
た
背
景
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

フ０
。壇

ノ
浦
合
戦
の

「遠
矢
」
で
は
、
延
慶
本

・
長
門
本
を
除
く
諸
本
の
中
に
、
甲
斐
源
氏
阿
佐
里

与

一
が
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
諸
本
で
は
、
源
平
両
者
の
兵
た
ち
が
遠
矢
を
競
い
合
う
中
で
、
阿

佐
里
与

一
は
、
同
じ
源
氏
勢
の
和
田
義
盛
を
も
凌
ぐ
活
躍
を
見
せ
て
い
る
。
和
田
義
盛
は
、
鎌
倉

幕
府
草
創
期
に
大
功
の
あ

っ
た
三
浦

一
族
の

一
人
で
、
侍
所
別
当
と
し
て
頼
朝
の
信
任
厚
い
人
物

で
あ
る
。
延
慶
本
を
は
じ
め
と
す
る
読
み
本
系
諸
本
で
は
、
頼
朝
の
挙
兵
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て

い
る
が
、
三
浦
氏
の
活
躍
ぶ
り
に
も
紙
幅
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
頼
朝
に
滅
ぼ
さ
れ
て
い
く
甲
斐

源
氏
が
、
こ
の
よ
う
な
三
浦

一
族
の
義
盛
と
対
比
さ
れ
、
そ
れ
以
上
の
手
並
み
を
見
せ
て
い
る
と

い
う
点
で
、
「遠
矢
」
は
興
味
深
い
場
面
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
阿
佐
里
与

一
の
登
場
し
な
い
延

慶
本
と
、
与

一
の
活
躍
が
特
に
際
立

っ
て
い
る
覚

一
本
を
取
り
上
げ
て
、
両
本
の
意
図
す
る
と
こ

ろ
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

土目

第

立早

延
慶
本

『平
家
物
語
』

源
氏
、
ツ
ョ
弓
精
兵
ノ
矢
継
早
ノ
手
全
共
ヲ
ソ
ロ
ヘ
テ
、
射
サ
セ
ケ
ル
中
二
、
山
鶏
ノ
羽
ヲ

以
テ
ハ
ギ
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
本
巻
ノ
上

一
寸
計
置
テ
、
ョ
一浦
平
太
郎
義
盛
」
卜
漆

ニ
テ
書
タ

リ
ケ
ル
ゾ
、
物

ニ
モ
ツ
ヨ
ク
タ
チ
、
ア
ダ
矢
モ
無
リ
ケ
ル
。
サ
テ
ハ
可
然
矢
無
リ
ケ
リ
。
平

家
是
ヲ
ミ
テ
、
大
矢
皆
止
テ
、
伊
与
国
新
井
四
郎
家
長
ヲ
以
テ
射
サ
セ
タ
リ
。
手
ゾ
少
シ
ア

バ
ラ
ナ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
四
国
ノ
内

ニ
ハ
第

一
卜
聞
ヘ
タ
リ
。
三
浦
平
太
郎
ガ
射
タ
リ
ケ
ル
遠

矢
二
今
三
段
計
射
増
タ
リ
ケ
リ
。
其
後
源
氏
モ
平
氏
モ
遠
矢

ハ
止

ニ
ケ
リ
。
三
浦
平
太
郎
、

日

「

刹

劉

引

目

ョ

冽

「

ア
ー

劃

Ｊ

ラ

劃

ヨ

ョ

利

綱

月

川

翻

蝸

劉

目

掴

テ
、
面
二
立
者
ヲ
指
ツ
メ
ノ
ヽ
射
伏
ケ
リ
。
都
テ
矢
先
ニ
マ
ワ
ル
者
、
射
取
ズ
ト
云
事
ナ

シ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（第
六
本

「檀
浦
合
戦
事
付
平
家
減
事
し

覚

一
本
で

「遠
矢
」
ど
題
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。
延
慶
本
で
は
、
ま
ず
源
氏
の
三
浦
和
田
義
盛
が

遠
矢
を
射
て
、
次
に
平
家
側
か
ら
新
居
四
郎
が
遠
矢
を
射
返
す
と
い
う
流
れ
に
な

っ
て
い
る
。
傍

線
１
は
、
義
盛
の
射
た
矢
に
は
無
駄
な
矢
も
な
く
何
れ
も
対
象
物
に
深
く
突
き
刺
さ

っ
て
お
り
、

射
返
す
の
に
使
え
る
矢
が
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
、
と
い
う
よ
う
に
解
釈
出
来
る
。
傍
線
２
で
は
、

遠
矢
の
争
い
で
負
か
さ
れ
た
三
浦
義
盛
が
、
汚
名
を
挽
回
せ
ん
と
し
て
奮
戦
し
て
い
る
様
子
が
窺

に
は

次
の
よ

つ
な
言己
事
が
あ
る(1)

恵
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え
る
。

延
慶
本
の
記
述
は
、
強
弓
の
誉
れ
高
い
義
盛
を
も

つ
て
し
て
も
、
源
氏
方
は
遠
矢
の
争

い
に
敗

れ
て
し
ま

つ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
延
慶
本
で
は
こ
の
後
、
斉
院
次
官
親
能
が
登
場
し
、
平
家

の
軍
兵
を
散
々
に
射
落
と
し
て
味
方
の
士
気
を
大
い
に
高
め
た
と
い
う
記
事
が
続
く
。
親
能
の
登

場
に
よ

っ
て
初
め
て
、
源
氏
が
優
位
に
立

つ
こ
と
が
出
来
た
と
い
う
の
が
、
延
慶
本
の
構
造
な
の

で
あ
る
。

次
に
、
覚

一
本
の
記
事
を
参
照
し
て
み
る
。

源
氏
の
方
に
も
、
和
田
小
太
郎
義
盛
、
舟
に
は
乗
ら
ず
、
馬
に
う
ち
乗
ッ
て
な
ぎ
さ
に
ひ
か

へ
、
甲
を
ば
ぬ
い
で
人
に
も
た
せ
、
鐙
の
は
な
ふ
み
そ
ら
し
、
よ
ッ
ぴ
い
て
射
け
れ
ば
、
三

町
が
内
外
の
物
は
は
づ
さ
ず
強
う
射
け
り
。
そ
の
な
か
に
こ
と
に
と
ほ
う
射
た
る
と
お
ぼ
し

き
を
、
「そ
の
矢
給
は
ら
ん
」
と
ぞ
ま
ね

い
た
る
。
新
中
納
言
こ
れ
を
召
し
寄
せ
て
見
給

ヘ

ば
、
白
箆
に
鶴
の
本
白
、
鴻
の
羽
を
わ
り
あ
は
せ
て
は
い
だ
る
矢
の
、
十
三
束
二
伏
あ
る

に
、
沓
巻
よ
り

一
束
ば
か
り
お
い
て
、
「和
田
小
太
郎
平
義
盛
」
と
う
る
し
に
て
ぞ
書
き

つ

け
た
る
。
平
家
の
方
に
勢
兵
お
ほ
し
と

い
へ
ど
も
、
さ
す
が
遠
矢
射
る
者
は
す
く
な
か
り
け

る
や
ら
ん
、
良
久
し
う
あ
ッ
て
、
伊
予
国
の
住
人
新
居
の
紀
四
郎
親
清
召
し
い
だ
さ
れ
、
こ

の
矢
を
給
は
ッ
て
射
か
へ
す
。
こ
れ
も
奥
よ
り
な
ぎ
さ
へ
三
町
余
を

つ
ッ
と
射
わ
た
し
て
、

和
田
小
太
郎
が
う
し
ろ

一
段
あ
ま
り
に
ひ
か

へ
た
る
三
浦
の
石
左
近
の
太
郎
が
弓
手
の
肘
に

し
た
た
か
に
こ
そ
た

ツ
た
り
け
れ
。
三
浦
の
人
共
こ
れ
を
見
て
、
「和
田
小
太
郎
が
わ
れ
に

過
ぎ
て
遠
矢
射
る
者
な
し
と
思
ひ
て
、
恥
か
い
た
る
に
く
さ
よ
。
あ
れ
を
見
よ
。
」
と
ぞ
わ

ら
ひ
け
る
。
和
田
小
太
郎
こ
れ
を
聞
き
、
「
や
す
か
ら
ぬ
事
な
り
」
と
て
、
少
舟
に
乗

ッ
て

ほ
く
の
者
ど
も
射
こ
ろ
さ
れ
、
手
負
ひ
に
け
り
。
又
判
官
の
乗
リ

ヘ
る
舟
に
、
奥
よ
り
白
箆

の
大
矢
を

一
つ
射
た
て
て
、
和
田
が
や
う
に
、
で
」
な
た

へ
給
は
ら
ん
」
と
ぞ
ま
ね

い
た

る
。
判
官
こ
れ
を
ぬ
か
せ
て
見
給

へ
ば
、
白
箆
に
山
鳥
の
尾
を
も

ッ
て
は
い
だ
り
け
る
矢

の
、
十
四
束
三
伏
あ
る
に
、
「伊
予
国
住
人
新
居
紀
四
郎
親
清
」
と
ぞ
書
き

つ
け
た
る
。
判

官
、
後
藤
兵
衛
実
基
を
召
し
て
、
フ
」
の
矢
射

つ
べ
き
者
、
み
か
た
に
誰
か
あ
る
」
と
官
ベ

ば
、
「甲
斐
源
氏
に
阿
佐
里
与

一
殿
こ
そ
勢
兵
に
て
ま
し
ま
し
候

へ
」
。
「さ
ら
ば
よ
べ
」
と

て
よ
ば
れ
け
れ
ば
、
阿
佐
里
の
与

一
出
で
き
た
り
。
判
官
宣
ひ
け
る
は
、
「お
き
よ
り
こ
の

矢
を
射
て
候
が
、
射
か

へ
せ
と
ま
ね
き
候
。
御
へ
ん
あ
そ
ば
し
候
ひ
な
ん
や
」
。
「給
は
ッ
て

見
候
は
ん
」
と
て
、
つ
ま
よ
ッ
て
、
で
」
れ
は
箆
が
す
こ
し
よ
わ
う
候
。
矢
東
も
ち

ッ
と
み

じ
か
う
候
。
同
じ
う
は
義
成
が
具
足
に
て
仕
り
候
は
ん
」
と
て
、
塗
籠
藤
の
弓
の
九
尺
ば
か

り
あ
る
に
、
塗
箆
に
黒
ぼ
ろ
は
い
だ
る
矢
の
、
わ
が
大
手
に
お
し
に
ぎ

ツ
て
、
十
五
束
あ
り

け
る
を
う
ち
く
は
せ
、
よ
ッ
ぴ
い
て
ひ
や
う
ど
は
な
つ
。
四
町
余
を
つ
ッ
と
射
わ
た
し
て
、

大
舟
の
舶
に
た

ツ
た
る
新
居
の
紀
四
郎
親
清
が
ま
ッ
た
だ
な
か
を
ひ
や
う
ふ
つ
と
射
て
、
舟

底

へ
さ
か
さ
ま
に
射
倒
す
。
死
生
を
ば
知
ら
ず
。
阿
佐
里
の
与

一
は
も
と
よ
り
勢
兵
の
手
き

き
な
り
。
二
町
に
は
じ
る
鹿
を
ば
は
づ
さ
ず
射
け
る
と
ぞ
き
こ
え
し
。
其
後
源
平
た
が
ひ
に

命
を
惜
し
ま
ず
、
を
め
き
さ
け
ん
で
せ
め
た
た
か
ふ
。
　
　
　
　
　
　
（巻
第
十

一　
理
遅
矢
し

覚

一
本
で
も
、
和
田
義
盛
が
始
め
に
遠
矢
を
射
て
、
次
に
平
家
側
か
ら
新
居
四
郎
が
射
返
す
こ
と

に
な

っ
て
い
る
。
傍
線
１
の
記
述
か
ら
は
、
こ
こ
で
は
和
田
義
盛
の
射
た
矢
を
そ
の
ま
ま
射
返
し

て
来
た
と
い
う
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
延
慶
本
の
傍
線
１
の
記
述
と
異
な
り
、
和
田
義
盛
の
強
弓

ぶ
り
は
こ
こ
で
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
新
居
の
射
返
し
た
矢
は
、
義
盛
の
部
下
に
怪
我

を
負
わ
せ
、
二
重
傍
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
義
盛
は
同
族
の
三
浦

一
族
か
ら
の
嘲
笑
を
買
う

と
い
う
事
態
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
義
盛
に
と

っ
て
大
変
に
不
名
誉
な
記
事
だ
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。
傍
線
２
の
よ
う
に
、
遠
矢
を
射
た
後
で
の
義
盛
の
活
躍
も
描
か
れ
て
い
る
が
、

結
果
的
に
、
義
盛
は
阿
佐
里
与

一
を
引
き
立
て
る
た
め
の
噛
ま
せ
大
的
な
役
割
を
演
じ
さ
せ
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

覚

一
本
で
は
最
後
に
阿
佐
里
与

一
が
登
場
し
、
新
居
四
郎
を
射
倒
し
て
こ
の
場
面
は
幕
を
閉
じ

る
。
覚

一
本
に
は
、
こ
の
後
も
斉
院
次
官
親
能
の
名
は
見
ら
れ
ず
、
飽
く
ま
で
も
阿
佐
里
与

一
が

源
氏
を
勝
利
に
導
く
立
役
者
で
あ
る
。
延
慶
本
の
よ
う
に
、
段
落
を
改
め
て
親
能
の
登
場
を
待
た

ず
と
も
、
「遠
矢
」
で
勝
利
を
収
め
た
の
は
源
氏
勢
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
覚

一
本
の
記
述
な
の

で
あ
る
。



源
頼
義
―
―
義
光
―
―
義
清
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第

　

一
一　

章

阿
佐
里
与

一
が
物
語
の
中
に
登
場
す
る
の
は
、
こ
の

翌
渥
矢
」
の
場
面
の
み
で
あ
る
。
冒
頭
で

触
れ
た
よ
う
な
甲
斐
源
氏
と
頼
朝

の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
ア
ロ
妻
鏡
』
に
散
見
さ
れ
る
。
以

下
、
コ
ロ妻
鏡
』
の
叙
述
を
基
に
、
甲
斐
源
氏
が
頼
朝
に
減
ぼ
さ
れ
て
い
く
過
程
を
辿

っ
て
み
た

い
。
な
お
、
参
考
ま
で
に

「図
１
」
甲
斐
源
氏
の
系
図
を
掲
載
し
た
。

図
１
　
甲
斐
源
氏
略
系
図

忠
頼

兼
信

有
義

信
光

（阿
佐
里
与

一
）

『吾
妻
鏡
』
に
よ
る
と
、
ま
ず
始
め
に
養
和
元
年
、
甲
斐
源
氏
の
棟
梁
武
田
信
義
に
、
朝
廷
か

ら
頼
朝
追
討
の
宣
旨
が
下
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
嫌
疑
が
か
か
る
。
信
義
は
謀
叛
の
心
な

ど
毛
頭
な
い
と
の
起
請
文
を
頼
朝
に
奏
上
し
、
そ
の
場
を
凌
ぐ
。

二
吾
妻
鏡
』
養
和
元
年
三
月
七
日
条

去
月
七
日
。
於
二
院
殿
上
一有
二
議
定

ヽ

仰
二
武
田
太
郎
信
義
孔

可
レ
被
レ
下
三
武
衛
追
討
庁
御

下
文
一之
由
被
レ
定
。
又
諸
国
源
氏
平
均
可
レ
被
二
追
伐

一之
条
者
無
一■
ハ実
Ъ

所
レ
限
武
衛
許

也
。
風
聞
之
趣
如
レ
此
者
。
依
レ
之
。
於
二
武
田
・非
レ無
二
御
隔
心
Ъ

被
レ
尋
二
子
細
於
信
義
一之

処
。
自
二
駿
河
国
一今
日
参
着
。
於
レ
身
全
不
レ
奉
二
追
討
使
事
孔

縦
雖
レ
被
二
仰
下
ヽ

不
レ
可
レ

進
レ
奉
。
本
自
不
レ
存
二
異
心
一之
条
。
以
二
去
年
度
々
功
為

定
思
食
知
欺
之
由
。
陳
謝
及
二
再

一壬
之
上
。
至
二
千
子
々
孫
々
孔

対
二御
子
孫
蔦

不
レ
可
レ
引
レ
弓
之
趣
。
書
二起
請
文
蔦

と
こ
ろ
が
、
元
暦
元
年
に
は
、
信
義
の
嫡
男

一
条
忠
頼
が
、
威
勢
を
奮
い
世
を
乱
そ
う
と
の
志
を

抱
い
て
い
る
と
し
て
、
鎌
倉
に
呼
び
出
さ
れ
殺
害
さ
れ
る
。

二
吾
妻
鏡
』
元
暦
元
年
六
月
十
六
日
条

一
条
次
郎
忠
頼
振
二威
勢
一之
余
。
挿
二
濫
レ
世
志
一之
由
有
一一其
聞
島

武
衛
又
令
レ察
給
之
。
傷

今
日
於
二営
中
一所
レ被
レ誅
也
。

そ
れ
に
伴

っ
て
信
義
も
失
脚
し
、
失
意
の
内
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
る
。

二
吾
妻
鏡
』
文
治
二
年
三
月
九
日
条

武
田
太
郎
信
義
卒
去
。
竹
暮
死
暦
元
年
。
依
二
子
息
忠
頼
反
逆
Ｌ
奎
御
気
色
。
未
レ
散
一一其
事
・

之
処
。
如
レ
此
云
々
。

こ
の

一
条
忠
頼
誅
殺
事
件
は
、
延
慶
本
と
源
平
盛
衰
記
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
文
治
四
年
に

は
、
忠
頼
の
弟
、
武
田
有
義
が
頼
朝
の
鶴
岡
八
幡
宮
参
詣
の
際
に
、
剣
を
持

っ
て
随
行
す
る
御
剣

役
を
拒
否
し
て
失
踪
す
る
と
い
う
事
件
を
起
こ
す
。

二
吾
妻
鏡
』
文
治
四
年
三
月
十
五
日
条

召
二
武
田
兵
衛
尉
有
義
孔

可
レ
役
二
路
次
御
剣
一之
由
。
被
レ
仰
之
処
。
頗
渋
申
之
間
。
殊
有
二

御
気
色
孔

先
年
持
二
小
松
内
府
剣
一事
。
已
謳
コ
歌
洛
中
乱

是
非
二
源
家
恥
辱
・哉
。
彼
者
他

門
也
。
是
者

一
門
棟
梁
也
。
対
揚
如
何
者
。
則
召
二
朝
光
一賜
二
御
剣
孔

有
義
不
レ
能
三
供
奉
・

琢
筆
Ｄ
ム
々
。
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こ
の
後
有
義
は
、
正
治
二
年
の
梶
原
景
時
の
謀
叛
に
関
連
し
て
、
失
脚
し
て
し
ま
う
。

二
吾
妻
鏡
』
正
治
二
年
正
月
二
十
八
日
条

伊
沢
五
郎
信
光
自
二
甲
斐
国
一参
上
。
申
云
。
武
田
兵
衛
尉
有
義
請
Ｌ
示
時
之
約
諾
Ъ

密
欲
二

上
洛
一之
由
。
依
レ
聞

豊
（告
蔦

為
レ
尋
二
子
細

。
発
二向
彼
館

一之
処
。
遮
而
有
三
申
言

欺
之

間
。
兼
以
逃
亡
。
不
レ
知
一
行
方

。
於
二
室
屋
一敢
無
レ
人
。
只
有
二

封
之
書

。
披
見
之
処
。

景
時
状
也
。
同
意
之
条
勿
論
云
々
。

建
久
元
年
に
は
忠
頼
の
弟
板
垣
兼
信
が
、
駿
河
国
大
津
御
厨
や
質
侶
荘
で
の
年
貢
対
拝
等
の
罪
に

よ

っ
て
、
地
頭
職
を
改
易
さ
れ
配
流
さ
れ
る
。

二
吾
妻
鏡
』
建
久
元
年
九
月
十
九
日
条

板
垣
三
郎
兼
信
依

違
勅
以
下
積
悪

。
被
レ
処

一配
流
科

之
上
其
領
所
可
レ
被
レ
改

地
頭
職

事
。
備
後
国
在
庁
等
捧

申
状
。
訴
一
土
肥
弥
太
郎
遠
平
之
不
法

事
。
被
レ
下

院
宣

之
間
。

両
条
御
請
文
。
載

一
紙
一所
下令
≧
面
上

給
‐‐也
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（以
下
一璽
日状
ア
リ
）

そ
し
て
、
遠
江
守
等
を
務
め
た
実
力
者
安
田
義
定
に
関
し
て
も
、
嫡
子
越
後
守
義
資
が
、
建
久
四

年
に
頼
朝
に
仕
え
る
女
房
に
恋
文
を
送

っ
た
こ
と
を
理
由
に
臭
首
さ
れ
る
と

い
う
憂
き
目
に
逢

つヽノ。二
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
十

一
月
二
十
八
日
条

越
後
守
義
資
依

女
事

一臭
首
。
所
レ
被
レ
仰

付
干
加
藤
次
景
廉
一也
。
其
父
遠
江
守
義
定
。
就
三

件
縁
坐
基
奮

御
気
色
一云
々
。
是
昨
日
御
堂
供
養
之
間
。
義
資
投
三
艶
書
於
女
房
聴
聞
所
・

詑
。
而
静

一後
害

ち

敢
無
二
披
露
一之
処
。
梶
原
源
太
左
衛
門
尉
景
季
妾
り
颯
（）
語

一夫
景

季
蔦

又
通
二
父
景
時

。
々
々
言
ゴ
上
将
軍
家
蔦

傷
被
レ
糾
二
明
真
偽
一之
時
。
女
房
等
申
詞
符

号
之
間
。
如
レ
此
云
々
。
三
年
不
レ窺
二
東
家
之
蝉
髪
一者
。　
一
日
豊
遭
二白
刃
之
臭
首

哉
。

従
五
位
下
守
越
後
守
源
朝
臣
義
資
年

遠
江
守
義
定

一
男

文
治
元
年
八
月
十
六
日
任
叙

こ
れ
に
よ
り
義
定
自
身
も
所
領
を
没
収
さ
れ
、
翌
年
に
は
謀
叛
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
て
討
た
れ
て

し

ま

う

。

二
吾
妻
鏡
』
建
久
四
年
十
二
月
五
日
条

被
レ
収
一
公
遠
江
守
義
定
所
領
当
国
浅
羽
庄
地
頭
職

。
以

亘
示
廉
一被
レ
補
・童
（替

。
今
日
賜
・

御
下
文

。
大
蔵
蒸
頼
平
奉
‐‐行
之

云
々
。

こ
の
よ
う
に
、
甲
斐
源
氏
は
他
な
ら
ぬ
頼
朝
に
よ
つ
て
排
斥
さ
れ
、
勢
力
を
殺
が
れ
て
ゆ
く
の
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
背
景
に
は
、
源
義
仲
亡
き
後
、
同
族
源
氏
の

一
流
で
あ
り
侮
る
べ
か
ら
ざ
る

甲
斐
源
氏
勢
力
を
、
粛
正
し
よ
う
と
す
る
頼
朝
の
思
惑
が
働
い
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
甲
斐
源
氏
が
実
質
的
に
戦
力
を
発
揮
し
た
戦
い
が
、
富
士
川
の
戦
い
で
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
彦
由

一
大
氏

・
杉
橋
隆
夫
氏
等
は
、
そ
の
当
時
の
甲
斐
源
氏
の
実
力
を
詳
細
に
考
証
さ
れ

た
上
で
、
富
士
川
の
戦
い
を
勝
利
に
導

い
た
の
は
甲
斐
源
氏
で
あ
る
と
し
、
『玉
葉
』
に
は
そ
の

経
緯
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『平
家
物
語
』
の
富
士
川
の
戦
い
は
、
水
鳥
の
羽

音
に
驚
い
て
戦
わ
ず
し
て
維
盛
軍
が
敗
走
し
た
と
い
う
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
お
り
、
甲
斐

源
氏
の
実
際
の
活
躍
に
つ
い
て
は
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
。
都
か
ら
の
追
討
使
維
盛
軍
と
、
関
東

の
源
氏
勢
の
緒
戦
が
富
士
川
の
戦
い
で
あ
る
以
上
、
維
盛
に
対
す
る
も
う

一
方
の
雄
は
、
源
氏
の

総
大
将
た
る
源
頼
朝
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
、
と
い
う
の
が

『平
家
物
語
』
の
世
界
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
な
前
提
の
下
で
は
、
史
実
は
ど
う
あ
れ
甲
斐
源
氏
の
富
士
川
で
の
活
躍
は
語
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
頼
朝
勢
の
勝
利
に
収
束
さ
れ
て
い
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『平
家
物
語
』
の
描
く
富
士
川
合
戦
の
中
で
も
、
延
慶
本
と
覚

一
本
と
で
は
そ
の

叙
述
に
違
い
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
大
将
軍
維
盛
の
下
知
に
よ
り
、
斎
藤
実
盛
が
東
国
勢
の
恐

ろ
し
さ
を
披
露
す
る
場
面
を
例
に
取
り
た
い
。
覚

一
本
の
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

「
い
く
さ
は
又
、
親
も
う
た
れ
よ
子
も
う
た
れ
よ
、
死
ぬ
れ
ば
乗
り
こ
え
乗
り
こ
え
た
た
か

ふ
候
。
西
国
の
い
く
さ
と
申
す
は
、
親
う
た
れ
ぬ
れ
ば
孝
養
し
、
忌
あ
け
て
寄
せ
、
子
う
た
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れ
ぬ
れ
ば
そ
の
思
歎
に
寄
せ
候
は
ず
。
兵
根
米
つ
き
ぬ
れ
ば
、
春
は
田
を

つ
く
り
、
秋
は
か

り
を
さ
め
て
寄
せ
、
夏
は
あ

つ
し
と
い
ひ
、
冬
は
さ
む
し
と
き
ら
ひ
候
。
東
国
に
は
す
べ
て

其
儀
候
は
ず
。
甲
斐
、
信
濃
の
源
氏
共
、
案
内
は
知

ッ
て
候
。
富
士
の
す
そ
よ
り
、
揚
手
に

や
ま
は
り
候
ら
ん
。
か
う
申
せ
ば
君
を
臆
せ
さ
せ
参
ら
せ
ん
と
て
申
す
に
は
候
は
ず
。
い
く

さ
は
勢
に
は
よ
ら
ず
、
は
か
り
事
に
よ
る
と
こ
そ
申
し
つ
た
へ
て
候

へ
。
実
盛
今
度
の
い
く

さ
に
命
い
き
て
、
ふ
た
た
び
都

へ
参
る
べ
し
と
も
覚
え
候
は
ず
」
と
申
し
け
れ
ば
、
平
家
の

兵
共
こ
れ
を
き

い
て
、
み
な
ふ
る
ひ
わ
な
な
き
あ

へ
り
。
　
　
　
　
　
（巻
第
五

Ｆ
［田士
川
し

こ
こ
で
は
、
実
盛
は
東
国
勢
の
猛
々
し
さ
を
次
々
に
列
挙
し
、
最
後
に
当
面
ぶ
つ
か
る
現
実
的
な

問
題
と
し
て
、
富
士
川
周
辺
の
土
地
の
事
情
に
明
る
い
甲
斐

・
信
濃
源
氏
の
背
面
攻
撃
を
懸
念

し
、
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
後
実
際
に
、
戦
い
前
夜
に
水
鳥
の
羽
音
が
聞
こ
え
た
時
に

よ
、

平
家
の
兵
ど
も
、
「す
は
や
源
氏
の
大
勢
の
寄
す
る
は
。
斎
藤
別
当
が
申
し
つ
る
様
に
、
定

め
て
揚
手
も
ま
は
る
ら
ん
。
と
り
こ
め
ら
れ
て
は
か
な
ふ
ま
じ
。
こ
こ
を
ば
ひ
い
て
、
尾
張

河
洲
俣
を
ふ
せ
げ
や
」
と
て
、
と
る
物
も
と
り
あ

へ
ず
、
我
さ
き
に
と
ぞ
落
ち
ゆ
き
け
る
。

（巻
第
五

「富
士
川
し

と
い
う
結
果
に
な

っ
て
い
る
。
覚

一
本
の
記
述
か
ら
は
、
甲
斐

・
信
濃
勢
に
退
路
を
断
た
れ
る
こ

と
は
、
平
家
側
の
最
も
恐
れ
て
い
た
こ
と
で
あ

っ
た
と
読
み
取
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
よ
う
な

記
述
は
延
慶
本
に
は

一
切
見
当
た
ら
な
い
。
揚
め
手
を
守
る
甲
斐

・
信
濃
勢
が
平
家
の
陣
に
与
え

た
心
理
的
圧
迫
に
つ
い
て
は
、
延
慶
本
で
は
全
く
語
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

延
慶
本
で
は
、
頼
朝
か
ら
平
家
に
宣
戦
布
告
の
牒
が
送
ら
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
次
に
引

用
し
て
み
る
。

兵
衛
佐
使
ヲ
立
テ
被
申
ケ
ル
ハ
、
「親
ノ
敵
卜
優
曇
花
ト

ニ
合
事

ハ
、
惣
テ
難
有
事

ニ
テ
候

二
、
近
ク
御
下
候
ナ
ル
コ
ソ
悦
存
候

へ
。
明
日
ハ
念
見
参

二
入
ベ
シ
」
卜
被
云
送
タ
リ
。

（第
二
末

「平
家
ノ
人
々
駿
河
国
ヨ
リ
逃
上
事
し

と
こ
ろ
が
、
『玉
葉
』
治
承
四
年
十

一
月
五
日
条
に
よ
る
と
、
こ
の
手
紙
は
甲
斐
源
氏
の
側
か
ら

出
さ
れ
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ム
玉
葉
』
治
承
四
年
十

一
月
五
日
条

同

（治
承
四
年
十
月
）
十
七
日
朝
、
自
二
武
田
方
一以
上
使
者
Ｌ

削
「
一送

二
維
盛
館
Ｌ

其
状

云
、
年
来
雖
レ
有
二
見
参
之
志
Ｌ

干
レ
今
未
レ遂
一■
（思
ヽ

幸
為
一菅
一旨
使
ヽ

有
二
御
下
向
ヽ

雖
レ須
二参
上
ヽ

程
遠
珊
４

日
一路
峻
、
鞭
難
レ参
、
又
渡
御
可
レ
有
レ煩
、
傷
於
二
浮
嶋
原
・

岬
雄
了
魏
「

之
相
互
行
向
、
欲
レ
遂
二
見
参
一云
々
、

こ
の
直
前
の
記
事
に
は
、
甲
斐
勢
が
駿
河
目
代
橘
遠
茂
の
軍
勢
と
戦

っ
て
こ
れ
を
討
ち
滅
ぼ
し
、

日
代
以
下
の
首
を
路
頭
に
架
け
た
と
い
う
も
の
が
見
ら
れ
る
。
元
々
優
勢
で
あ

っ
た
甲
斐
源
氏

が
、
宣
旨
の
使
い
で
あ
る
と
は
い
え
真
実
維
盛
に
迎
合
す
る
腹
で
あ

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
実

際
に
、
こ
の
後
維
盛
は
、
こ
の
文
面
に
腹
を
立
て
武
田
か
ら
の
使
者
二
人
の
首
を
刻
ね
て
お
り
、

丁
重
な
言
葉
を
使

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
挑
発
的
な
文
面
で
あ
る
と
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
。

歴
史
家
の
方
々
の
著
書
で
も
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
通
説
の
よ
う
で
あ
な
ｏ
こ
の

『玉
葉
』
の
記
事

の
信
憑
性
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
福
田
豊
彦
氏
が
詳
し
く
検
証
さ
れ
て
い
な
。
大
略
を
次
に
示

す
。

『吾
妻
鏡
』
や

『平
家
物
語
』
の
甲
斐
源
氏
に
対
す
る
記
事
は
冷
た
く
、
特
に
富
士
川
緒
戦

の
時
期
の
そ
の
勢
力
を
矮
小
化
し
て
い
る
。
『玉
葉
』
で
は
、
甲
斐
源
氏
は
富
士
川
以
前
に

平
家
方
と
衝
突
し
て
お
り
、
富
士
川
合
戦
の
画
期
的
な
勝
利
も
そ
の
活
躍
に
負
う
と
こ
ろ
が

多
か

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
『玉
葉
』
の
記
事
は
伝
聞
資
料
だ
が
逃
げ
帰

っ
た
平
家
軍

の
入
京
当
日
の
記
事
で
あ
る
の
で
信
憑
性
も
高
く
、
史
実
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

彦
由

・
杉
橋
両
氏
も
、
前
掲
論
文
の
中
で

『玉
葉
』
の
記
事
を
検
討
さ
れ
た
結
果
、
富
士
川
の
戦

い
は
甲
斐
源
氏
勢
力
の
軍
事
的
主
導
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
で
改
め
て
延
慶
本
に
目
を
転
じ
て
み
る
と
、
頼
朝
側
か
ら
平
家
に
牒
状
を
送

っ
た
と
い
う
延
慶

本
の
記
述
は
、
富
士
川
の
戦
い
が
甲
斐
勢
で
は
な
く
頼
朝
主
導
で
行
わ
れ
た
と
す
る
た
め
の
、
作
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為
的
な
改
変
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

他
の
記
録
類
と
比
較
す
れ
ば
頼
朝
中
心
の
描
き
方
で
は
あ
る
も
の
の
、
甲
斐
源
氏
の
脅
威
が
表

出
さ
れ
て
い
る
覚

一
本
に
対
し
て
、
甲
斐
源
氏
の
功
績
を
頼
朝
に
す
り
替
え
、
富
士
川
合
戦
の
主

役
を
完
全
に
頼
朝
と
し
た
も
の
が
延
慶
本
の
形
態
で
あ
る
と
言
え
る
。

第

　

一二
　

章

次
に
、
和
田
義
盛
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。
和
田
義
盛
は
三
浦
介
義
明
の
孫
に
あ
た

り
、
弓
矢
の
名
手
と
し
て
も
名
高
く
剛
勇
を
も

つ
て
知
ら
れ
た
人
で
あ
る
。
義
盛
は
三
十
四
歳
と

い
う
異
例
の
若
さ
で
侍
所
別
当
に
抜
擢
さ
れ
、
頼
朝
の
下
で
長
年
に
互
っ
て
鎌
倉
の
治
安
維
持
に

貢
献
し
て
い
る
。
頼
朝
と
和
田
義
盛
と
の
関
係
は
極
め
て
良
好
だ

っ
た
と
言
え
る
が
、
頼
朝
亡
き

後
三
代
将
軍
実
朝
の
時
に
、
和
田
合
戦
が
勃
発
す
る
。
事
件
の
発
端
は
建
保
元

（
一
二

一
三
）
年

二
月
、
信
濃
の
住
人
泉
親
衡
が
、
二
代
将
軍
頼
家
の
遺
子
千
手
を
奉
じ
て
謀
叛
を
企
て
た
際
に
、

そ
の
同
調
者
と
し
て
義
盛
の
子
義
直

・
義
重
及
び
甥
の
胤
長
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
義
盛

の
放
免
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
胤
長
の
み
は
許
さ
れ
ず
に
和
田

一
族
の
面
前
で
縛
ら
れ
た
ま
ま

陸
奥

へ
配
流
さ
れ
、
屋
敷
地
も
北
条
義
時
に
与
え
ら
れ
た
。
義
盛
は
こ
れ
ら
の
措
置
を
義
時
の
策

謀
と
み
て
、
鎌
倉
幕
府
と
執
権
北
条
義
時
に
反
旗
を
翻
す
が
、
二
日
に
及
ぶ
合
戦
の
後
敗
死
す

る
。
乱
の
失
敗
は
同
族
三
浦
義
村
の
裏
切
り
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
義
盛
の
旗
揚
げ
を
北
条

義
時
に
注
進
し
た
義
村
等
三
浦
の
本
流
は
北
条
と
共
に
生
き
残
り
、
和
田

一
族
は
減
ぼ
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
和
田
義
盛
は
、
後
年
三
浦

一
族
の
中
で
も
特
異
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ

スω
。こ

こ
で
、
和
田
合
戦
に
つ
い
て
の
当
代
評
を
見
て
み
た
い
。
『古
今
著
聞
集
』
第
十
五

「闘
評
」

に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

「
三
浦
大
は
友
を
く
ら
ふ
な
り
」

こ
れ
は
同
族
で
あ
る
義
盛
を
裏
切
り
、
北
条
氏
に
義
盛
の
挙
兵
を
注
進
し
た
三
浦
義
村
を
椰
楡
し

た
言
葉
で
あ
る
。
『古
今
著
聞
集
』
の
成
立
期
を

一
二
五
四
年
と
す
る
と
、
合
戦
勃
発
当
時
の

一

般
的
な
解
釈
が
、
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

三
浦

一
族
は
頼
朝
の
旗
揚
げ
当
初
か
ら
数
々
の
功
績
を
残
し
て
お
り
、
延
慶
本
等
の
読
み
本
系

諸
本
で
は
、
そ
の
活
躍
の
様
が
具
に
描
か
れ
て
い
る
。
頼
朝
の
挙
兵
に
つ
い
て
は
覚

一
本
等
語
り

本
系
で
は
、
極
簡
略
な
記
事
に
な

っ
て
お
り
、
今
回
比
較
の
対
照
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

る
。
延
慶
本

ｏ
覚

一
本
双
方
に
和
田
義
盛
が
登
場
す
る
の
は
、
寿
永
三
年
二
月
四
日
西
国
発
向
の

記
事
が
最
初
で
あ
る
。
こ
こ
で
義
盛
は
溺
手
の
義
経
軍
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
義
経
勢
と
し
て
平

家
追
討
に
向
か

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
壇
ノ
浦
に
到
る
ま
で
の
和
田
義
盛
に
つ
い
て

検
証
し
て
み
た
い
。

ま
ず
、
延
慶
本
の

一
谷
合
戦
の
記
事
を
見
て
み
る
。

・
一
谷
合
戦
の
坂
落
し

九
郎
義
経

ハ
、　
一
谷
ノ
上
、
鉢
伏
、
蟻
ノ
戸
卜
云
所

へ
打
上
テ
見
ケ
レ
バ
、
軍
ハ
盛
卜
見
タ

リ
。
下
ヲ
見
下
セ
バ
、
或

ハ
十
丈
計
ノ
谷
モ
ア
リ
、
或

ハ
二
十
丈
計
ノ
巌
モ
ア
リ
、
人
モ
馬

モ
ス
コ
シ
モ
通
ベ
キ
様
ナ
シ
。
（中
略
）
源
氏
ノ
兵
ノ
其
時
色
ナ
ヲ
リ
テ
、
人
々
我
先

二
落

ム
ト
ス
ル
処

二
、
三
浦
ノ

一
門
二
佐
原
十
郎
義
連
ス

ヽ
ミ
イ
デ

ヽ
申
ケ
ル
ハ
、
「人
モ
乗
ヌ

馬
ダ
ニ
モ
落
シ
候
。
義
連
落
シ
テ
見
参

二
入
ラ
ム
」
ト
テ
、
威
シ
マ
ゼ
ノ
鎧
二
、
栗
毛
ノ
馬

二
乗
テ
、
幡

一
流
指
上
テ
、
マ
（
ッ
）逆

二
落
ス
。
五
丈
計
ゾ
落
タ
リ
ケ
ル
。
底
ヲ
ミ
タ
レ
バ

猶
五
丈
計
ゾ
有
ケ
ル
。
御
方

へ
向

テ
申
ケ
ル
ハ
、
「是
ヨ
リ
下

ヘ
ハ
イ
カ

ニ
思
ト
モ
叶

マ

ジ
。
思
止
給

へ
」
卜
申
ス
。
ヨ
一草
ヨ
リ
是
マ
デ
ハ
ル
ぐ
卜
下
タ
レ
バ
、
打
上
ム
ト
ス
ト
モ

カ
ナ
ウ
マ
ジ
。
下

へ
落
シ
テ
モ
死
ム
ズ
。
ト
テ
モ
死
バ
敵
ノ
陣
ノ
前

ニ
テ
コ
ソ
死
メ
」
ト

テ
、
手
縄
ヲ
ク
レ
、
マ
（
ッ
）逆

二
落
サ
レ
ケ
リ
。
（畠
山
重
忠
が
馬
を
担

い
で
下
り
た
と
い

う
記
事
）
是

ニ
ツ
ヾ
キ
テ
佐
原
十
郎
義
連
、
「実

二
三
浦

ニ
テ
朝
夕
狩
ス
ル
ニ
、
是
ヨ
リ
瞼

シ
キ
所
ヲ
モ
落
セ
バ
コ
ソ
落
ス
ラ
メ
。
イ
ザ
ヤ
若
党
」
ト
テ
、　
一
門
引
具
テ
、
和
田
小
太
郎

銅

例

列

∃

訓

「

Ｊ

鼎

引

例

劃

割

翻

劃

引

劇

列

劃

ヨ

馴

劃

列

レ
バ
、
義
経

「
ヨ
カ
メ
ル
ハ
。
落
セ
ヤ
、
若
党
」
ト
テ
、
先
二
落
シ
ケ
レ
バ
、
落
卜
ヾ
コ
ホ

リ
タ
ル
七
千
余
騎
モ
我
ヲ
ト
ラ
ジ
ト
皆
ヲ
ト
ス
。
　
（第
五
本

「源
氏
三
草
山
井
一
谷
追
落
事
し
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こ
こ
で
は
和
田
義
盛
の
叔
父
に
あ
た
る
佐
原
十
郎
義
連
が
、　
一
谷
の
坂
落
し
の
先
陣
を
切

っ
た
様

子
が
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
い
て
三
浦
勢
が
傍
線
部
の
よ
う
に
義
経
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
、

次
々
に
坂
を
駆
け
降
り
て
い
っ
た
と
い
う
記
述
に
な

っ
て
い
る
。　
一
谷
合
戦
以
降
の
義
盛
の
動
向

を
辿

っ
て
み
る
と
、
延
慶
本
で
は
、
こ
の
後
義
盛
は
義
経
に
従

っ
て
八
嶋
合
戦
に
参
加
し
て
い

フ０
。・

八
嶋
入
り
で
の
活
躍

判
官
、
「
ヨ
カ
ン
ナ
ル
ハ
。
打
ヤ
、
殿
原
」
ト
テ
、
畠
山
庄
司
次
郎
重
忠
、
和
田
小
太
郎
義

盛
、
佐
々
木
四
郎
高
綱
、
平
山
武
者
季
重
、
熊
谷
次
郎
直
実
、
奥
州
佐
藤
三
郎
兵
衛
継
信
、

同
舎
弟
佐
藤
四
郎
忠
信
、
究
克
ノ
兵
者
已
上
七
騎
、
早
走
ノ
進
退
ナ
ル
ニ
乗
テ
、
歩
セ
ツ
ア

ガ

ヽ
セ
ツ
、
屋
嶋
ノ
館

ヘ
ゾ
馳
行
ケ
ル
。
　
　
　
　
（第
六
本

「伊
勢
三
郎
近
藤
六
ヲ
召
取
事
し

畠
山
、
和
田
義
盛
以
下
の
七
騎
を
究
党
の
兵
と
評
し
、
彼
ら
が
八
嶋
に

一
番
乗
り
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
八
嶋
合
戦
の
記
事
を
挙
げ
る
。

・
八
嶋
合
戦

畠
山
庄
司
次
郎
重
忠
進
出
テ
申
ケ
ル
ハ
、
コ
里
一
モ
キ
ケ
、
今

ハ
ロ
ニ
モ
ミ
ル
ラ
ン
。
武
蔵

国
住
人
秩
父
ノ
流
、
畠
山
庄
司
次
郎
重
忠
卜
云
者
ゾ
。
我
卜
思
ワ
ン
者

ハ
出
テ
押
並
ベ
テ
組

ヤ
」
卜
申
テ
、
ヲ
メ
イ
テ
係
ク
。
同
国
住
人
熊
谷
次
郎
直
実
、
同
国
住
人
平
山
武
者
季
重
、

一
人

ハ
奥
州
佐
藤
三
郎
兵
衛
継
信
、
同
舎
弟
佐
藤
四
郎
兵
衛
忠
信
、　
一
人
ハ
相
模
国
住
人
三

浦
和
田
小
太
郎
義
盛
、　
一
人

ハ
近
江
国
住
人
佐
々
木
四
郎
高
綱
、
七
騎
ノ
者
共
、
我
モ
ノ
ヽ

卜
名
乗
係
テ
、
船

二
向
テ
歩
セ
出
テ
、
追
物
射

二
散
々
ニ
イ
ル
。
平
家
モ
ヘ
ヤ
カ
タ
ニ
カ
ヒ

劃
刻

到

劃

ヨ

引

到

潮

＝

翻

刊

剣

Ｊ

冽

例

劃

劇

引

割

到

引

日

（第
六
本

「八
嶋
二
押
寄
合
戦
ス
ル
事
し

傍
線
部
で
は
、
先
程
の
七
騎
の
武
者
達
が
矢
玉
を
掻
い
潜

っ
て
平
家
の
船
に
接
近
し
て
行
く
様
が

描
か
れ
て
い
る
。
延
慶
本
で
は
、
義
経
配
下
の
七
騎
の
勇
将
の

一
人
と
し
て
、
和
田
義
盛
の
西
国

で
の
活
躍
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
覚

一
本
の
記
事
を
見
て
み
る
。

・
一
谷
合
戦
の
坂
落
し

御
曹
司
城
瑯
は
る
か
に
見
わ
た
い
て
お
は
じ
け
る
が
、
「馬
ど
も
お
と

い
て
み
む
」
と
て
、

鞍
置
馬
を
追
ひ
お
と
す
。
或
は
足
を
う
ち
折
ッ
て
、
こ
ろ
ん
で
お
つ
。
或
は
相
違
な
く
お
ち

て
ゆ
く
も
あ
り
。
鞍
置
馬
三
疋
、
越
中
前
司
が
屋
形
の
う

へ
に
お
ち

つ
い
て
、
身
ぶ
る
ひ
し

て
ぞ
立

ッ
た
り
け
る
。
御
曹
司
是
を
見
て
、
「馬
ど
も
は
ぬ
し
ノ
ヽ
が
心
得
て
お
と
さ
う
に

は
損
ず
ま
じ
い
ぞ
。
く
は
お
と
せ
。
義
経
を
手
本
に
せ
よ
」
と
て
、
ま
づ
丹
騎
ば
か
り
、
ま

ッ
さ
き
か
け
て
お
と
さ
れ
け
り
。
大
勢
み
な
つ
づ
い
て
お
と
す
。
後
陣
に
お
と
す
人
々
の
鐙

の
鼻
は
、
先
陣
の
鎧
甲
に
あ
た
る
ほ
ど
な
り
。
小
石
ま
じ
り
の
す
な
ご
な
れ
ば
、
な
が
れ
お

と
し
に
二
町
計
ざ

ッ
と
お
と
い
て
壇
な
る
所
に
ひ
か

へ
た
り
。
そ
れ
よ
り
下
を
見
く
だ
せ

ば
、
大
盤
石
の
苔
む
し
た
る
が
、
つ
る
べ
お
と
し
に
十
四
五
丈
ぞ
く
だ

ッ
た
る
。
兵
ど
も
う

し
ろ
へ
と
ッ
て
か

へ
す
べ
き
や
う
も
な
し
。
又
さ
き

へ
お
と
す
べ
し
と
も
見
え
ず
。
フ
ア
」

ぞ
最
後
」
と
申
し
て
あ
き
れ
て
ひ
か

へ
た
る
と
こ
ろ
に
、
佐
原
十
郎
義
連
す
す
み
い
で
て
申

し
け
る
は
、
ョ
一浦
の
方
で
我
等
は
鳥

一
つ
た
て
て
も
朝
夕
か
様

の
所
を
こ
そ
は
せ
あ
り

け
。
三
浦
の
方
の
馬
場
や
」
と
て
、
ま
ッ
さ
き
か
け
て
お
と
し
け
れ
ば
、
兵
ど
も
み
な
つ
づ

い
て
お
と
す
。
ゑ
い
ノ
ヽ
声
を
し
の
び
に
し
て
、
馬
に
力
を
つ
け
て
お
と
す
。
あ
ま
り
の
い

ぶ
せ
さ
に
、
目
を
ふ
さ
い
で
ぞ
お
と
し
け
る
。
お
ほ
か
た
人
の
し
わ
ざ
と
は
見
え
ず
。
た
だ

鬼
神
の
所
為
と
ぞ
見
え
た
り
け
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（巻
第
九

「坂
落
し

覚

一
本
で
は
ま
ず
大
将
義
経
自
ら
が
坂
落
し
を
決
行
し
て
、　
一
旦
踏
み
と
ど
ま

っ
た
源
氏
勢
を
導

い
た
の
が
三
浦
義
連
で
あ

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
三
浦

一
門
が
手
本
と
な

っ
た
と
い
う
延
慶
本
の

記
事
と
比
較
す
る
と
、
覚

一
本
の
三
浦
勢
の
働
き
は
影
の
薄
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
覚

一
本
で

は
、
こ
こ
に
義
盛
の
名
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
更
に
、
覚

一
本
で
は
八
嶋
合
戦
に
も
義
盛
は

登
場
し
て
お
ら
ず
、
義
盛
の
奮
戦
を
繰
り
返
し
て
語
る
延
慶
本
の
記
事
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

『吾
妻
鏡
』
は
、
こ
の
時
期
の
和
田
義
盛
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

ア

ケ
レ
バ

又
ハ

セ
出
ン

ア
名
乗
係
ア

散
々

イ
フレ
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終

わ

り

に

二
吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
正
月
十
二
日
条

参
州
自
二
周
防
国
一到
二
赤
間
関
蔦

為
レ
攻
二
平
家
、

自
一豊
（所
一欲
二
渡
海
一之
処
、
根
絶
無
レ

船
、
不
慮
之
逗
留
及
二数
日
Ъ

東
国
之
輩
、
頗
有
二
退
屈
之
意

、
多
恋
二
本
国
蔦

如
二
和
田

小
太
郎
義
盛
ヽ

猶
潜
擬
レ
帰
二参
鎌
倉
蔦

何
況
於
一一其
外
族
一乎
。
而
豊
後
国
住
人
臼
杵
二
郎

惟
隆

・
同
弟
緒
方
三
郎
惟
栄
者
、
志
在
二
源
家
一之
由
、
兼
以
風
聞
之
間
、
召
二
船
於
彼
兄

弟

、
渡
Ｌ
豆
後
国
ヽ

可
レ
責
二
入
博
多
津

之
旨
有

一議
定
蔦

傷
今
日
、
参
州
帰

一周
防
国
¨

一ム
々
。

こ
の
記
事
は
、
元
暦
二
年
正
月
十
二
日
に
は
、
赤
間
関
ま
で
進
軍
し
た
範
頼
勢
が
兵
糧
も
船
も
無

い
た
め
に
渡
海
出
来
ず
、
周
防
国
に
帰
る
と
い
う
状
況
で
あ

っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
注
目
す

べ
き
点
は
こ
の
範
頼
勢
の
中
に
和
田
義
盛
が
お
り
、
あ
ま
り
の
窮
状
に
義
盛
ま
で
も
が
鎌
倉
に
帰

り
た
い
と
願

っ
た
と

い
う
箇
所
で
あ
る
。
Γ
口妻
鏡
』
に
よ
れ
ば
和
田
義
盛
は
義
経
軍
で
は
な

く
、
範
頼
勢
に
加
わ

っ
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
じ
く
元
暦
二
年
正
月
二
十
六
日

条
に
は
、
兵
船
と
兵
糧
米
を
手
に
入
れ
た
範
頼
が
、
周
防
か
ら
豊
後
国
に
渡

っ
た
と
あ
り
、
そ
の

中
に
義
盛
の
名
前
も
挙
が

っ
て
い
る
。

二
吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
正
月
二
十
六
日
条

惟
隆

・
惟
栄
等
、
含
・参
州
之
命

ヽ

献
八
十
二
艘
兵
船

。
亦
周
防
国
住
人
宇
佐
那
木
上
七

遠
隆
献

兵
根
米

。
依
レ
之
参
州
解
績
、
渡

曲豆
後
国

云
々
、
同
時
進
渡
之
輩
、
（和
田
義
盛

ノ
名
ア
リ
）

『吾
妻
鏡
』
を
調
査
し
て
い
く
と
、
こ
の
後
八
嶋
合
戦
が
行
わ
れ
る
元
暦
二
年
二
月
十
七
日
前
後

で
も
、
範
頼
は
豊
後

ｏ
長
門

ｏ
周
防
辺
り
で
、
九
州
の
平
家
を
攻
め
あ
ぐ
ん
で
い
た
様
子
が
窺
え

る
。
義
盛
は
こ
の
時
範
頼
軍
の
軍
奉
行
を
務
め
て
お
り
、
常
に
範
頼
と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
従

っ
て
義
経
勢
の

一
人
と
し
て
八
嶋
合
戦
に
加
わ
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ

Ｚυ
。こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
コ
ロ妻
鏡
』
の
記
事
の
信
憑
性
を
追
求
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
記
録
類

に
も
記
さ
れ
得
な
か

っ
た
和
田
義
盛
の
活
躍
を
、
延
慶
本
は
多
分
に
盛
り
込
ん
で
い
る
と
い
う
点

で
あ
る
。
『平
家
物
語
』
の
八
嶋
合
戦
そ
の
も
の
が
、
武
功
談

ｏ
武
勇
談
を
主
軸
と
し
た
創
作
と

し
て
の
面
白
さ
を
身
上
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
既
に
北
川
忠
彦
氏

・
島
津
忠
夫
氏
等
が
提
唱
さ
れ

て
い
る
。
延
慶
本
の
記
述
の
背
後
に
は
、
挙
兵
当
初
か
ら
大
功
の
あ

っ
た
三
浦

一
族

へ
の
配
慮
が

見
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
更
に
和
田
義
盛
個
人
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
て
み
た
い
と

思
う
。
小
林
美
和
氏
は
延
慶
本
の
成
立
時
期
を
二
段
階
に
分
け
て
捉
え
、
そ
の
第

一
次
成
立
期
を

η

一
二
〇
八
年
か
ら

一
二
三
三
年
と
さ
れ
て
い
な
。
こ
の
年
代
は
奇
し
く
も
和
田
合
戦
の
時
期
と
重

な
り
合
う
も
の
で
あ
る
。
延
慶
本
の
記
述
の
中
に
、
和
田
合
戦
に
つ
い
て
の
当
代
の
世
評
が
入
り

込
む
こ
と
は
、
大
い
に
予
想
出
来
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
も
う

一
度
、
巻
十

一

「遠
矢
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
西
海
で
の
源
平
合
戦
の
主

眼
は
、
八
嶋
で
の
那
須
与

一
の
活
躍
を
始
め
と
す
る
弓
勢
の
戦
い
で
あ
る
。
こ
の

「遠
矢
」
の
場

面
は
源
平
最
後
の
決
戦
壇
ノ
浦
合
戦
の

一
場
面
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
源
平
両
者
の
兵
の
中
か
ら
弓

の
上
手
の
筆
頭
に
輝
く
人
物
と
し
て
、
覚

一
本
は
甲
斐
源
氏
の
阿
佐
里
与

一
を
描
い
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
叙
述
は
、
甲
斐
源
氏
を
弾
圧
し
よ
う
と
す
る
頼
朝
の
思
惑
と
は
掛
け
離
れ
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の

一
方
で
和
田
義
盛
の
描
写
は
、
弓
矢
取
り
の
名
誉
は
阿
佐
里
与

一
に
奪
わ

れ
、
同
族
三
浦

一
族
の
謗
り
ま
で
受
け
る
と
い
う
辛
辣
な
も
の
で
あ
る
。
和
田
合
戦
の
後
、
日
の

上
の
瘤
で
あ

っ
た
和
田
氏
を
減
ぼ
し
て
北
条
氏
が
政
権
を
握
り
、
三
浦
の
惣
領
義
村
が
強
大
な
力

を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
覚

一
本
が
成
立
し
た
頃
に
は
、
和
田
義
盛
は
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
抹
殺

さ
れ
た
存
在
だ

っ
た
の
で
あ
る
。
覚

一
本
の
記
述
は
、
三
浦

一
族
の
中
に
於
け
る
和
田
義
盛
の
微

妙
な
立
場
を
暗
示
し
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
、
和
田
義
盛
の
名
誉
回
復
記
事
で

「遠
矢
」
の
場
面
を
終
結
さ
せ
、
阿
佐
里
与

一
の
登
場
し
な
い
延
慶
本
の
叙
述
は
、
三
浦

一
族
を
重
用
し
甲
斐
源
氏
を
排
斥
す
る
と
い
う
頼
朝

の
意
志
を
、
如
実
に
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
三
浦
義
村
を

「三
浦
大
は
友
を
く
ら
ふ
」
と

評
す
る

『古
今
著
聞
集
』
の
記
事
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
当
代
評
は
和
田
義
盛
に
同
情
的
で

あ

っ
た
の
で
あ
る
。
延
慶
本
の
叙
述
に
は
、
こ
の
よ
う
な
当
時
の
世
評
が
そ
の
ま
ま
取
り
込
ま
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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稿
を
終
え
る
に
臨
み
、
終
始
御
丁
寧
な
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
松
林
靖
明
教
授
に
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

本
稿
は
、
以
前
関
西
軍
記
物
語
研
究
会
第
４３
回
例
会
に
於

い
て
発
表
し
た
も
の
を
骨
子
に
し
て
、
更
な

る
知
見
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
発
表
時
に
御
質
問
、
御
教
示
を
賜
り
ま
し
た
諸
先
生
方
に
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

延
慶
本

『平
家
物
語
』
本
文
の
引
用
は
、
北
原
保
雄

・
小
川
栄

一
編

『延
慶
本
平
家
物
語
本
文
篇
上

下
』
（勉
誠
社
　
一
九
九
年
）
に
拠
る
。

②
　
覚

一
本

『平
家
物
語
』
本
文
の
引
用
は
、
市
古
貞
次

『新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
４５
平
家
物
語
①

・

４６
平
家
物
語
②
』
（小
学
館
　
一
九
九
四
年
）
に
拠
る
。

０
　
『吾
妻
鏡
』
の
引
用
は
、
黒
板
勝
美

『増
補
新
訂
国
史
大
系
第
３２
巻
吾
妻
鏡
前
編
』
（国
史
大
系
刊
行

〈ム
　
一
九
三
二
年
）
に
拠
る
。

０
　
甲
斐
源
氏
の
系
図
に
つ
い
て
は
、
『続
群
書
類
従

。
第
５
輯
下
』
貧

九
二
七
年
）
の
武
田
系
図
を
参

照
し
た
。

０
　
彦
由

一
太

「甲
斐
源
氏
と
治
承
寿
永
争
乱
―
―
『内
乱
過
程
に
於
け
る
甲
斐
源
氏
の
史
的
評
価
』
改
題

―
―
」
翁
日
本
史
研
究
４３
」

一
九
五
九
年
七
月
）
所
収
。

⑥
　
杉
橋
隆
夫

「富
士
川
合
戦
の
前
提
―
―
甲
斐
路

「鉢
田
」
合
戦
考
―
―
」
（「立
命
館
文
学
５０９
」

一
九

八
八
年
十
二
月
）
所
収
。

０
　
『玉
葉
』
の
引
用
は
、
市
島
謙
吉

『玉
葉
』
（国
書
刊
行
会
　
一
九
〇
六
年
）
に
拠
る
。

０
　
磯
貝
正
義

『図
説
日
本
の
歴
史
１９
山
梨
県
の
歴
史
』
（河
出
書
房
新
社
　
一
九
九
〇
年
）
、
飯
田
文
弥

・
秋
山
　
敬

・
笹
本
正
治

・
齋
藤
康
彦

『県
史
１９
山
梨
県
の
歴
史
』
（山
川
出
版
社
　
一
九
九
九
年
）
等

で
も
、
こ
の
文
面
を
挑
発
的
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

０
　
福
田
豊
彦

・
服
部
幸
造

『源
平
闘
譲
録
下
』
（講
談
社
　
一
一〇
〇
〇
年
）。

⑩
　
和
田
合
戦
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
宇
野
俊

一
。
大
石
　
学

・
小
林
達
雄

・
佐
藤
和
彦
他

『日
本
全
史

（ジ
ャ
パ
ン

・
ク
ロ
ニ
ッ
ク
）
（講
談
社
　
一
九
九

一
年
）
を
参
照
し
た
。

国
　
引
用
は
、
西
尾
光

一
。
小
林
保
治

『新
潮
日
本
古
典
集
成
７６
古
今
著
聞
集
下
』
（新
潮
社
　
一
九
八
六

年
）
に
拠
る
。

０
　
『吾
妻
鏡
』
元
暦
二
年
二
月
十
四
日
条

参
州
日
来
在
二周
防
国
一之
時
。
武
衛
被
二仰
遣
・云
。
令
レ談
二
千
土
肥
二
郎
蔦

梶
原
平
三
。
可
レ
召
二

九
国
勢
孔

就
レ
之
。
若
見
二
帰
伏
之
形
勢
一者
。
可
レ
入
レ九
州
。
不
レ
然
者
。
与
二
鎮
西
・不
レ
可
レ
好
二

合
戦
ち

直
渡
二
四
国
「

可
レ
攻
二
平
家
一者
。
而
今
参
州
欲
レ赴
二
九
国
Ｌ

缶
″
船
而
不
レ
進
。
適
雖
レ

渡
二長
門
国
蔦
根
尽
之
間
。
又
引
二退
周
防
国
一詑
。
軍
士
等
漸
有
二変
意
・不
■

揆
一之
由
。
被
レ歎
二

申
之
Ъ

⑬
　
北
川
忠
彦

「八
嶋
合
戦
の
語
リ
ベ
」
亀
論
集
日
本
文
学

。
日
本
語
３
中
世
』
角
川
書
店
　
一
九
七
八

年
）。
島
津
忠
夫

「
一
谷

・
屋
島

・
壇
浦
合
戦
を
め
ぐ
っ
て
」
亀
平
家
物
語
試
論
』
汲
古
書
院
　
一
九
九

七
年
）。

ｍ
　
小
林
美
和

『平
家
物
語
生
成
論
』
曾
一弥
井
書
店
　
一
九
八
六
年
）。

(1)注


